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前回の例会 

2014年 4月 11日(金)第 1610回 

卓 話  「 私の出家 」 

卓話者   那須 宗弘 会員 

今週の歌「 我等の生業 」「 荒城の月 」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

○皆出席表彰（４月度） 

 城岡陽志会員（第６回） 

 中川 澄会員（第４回） 
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四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

事務所  〒590-0024堺市堺区向陵中町2丁5-10 杉本ビル5-B・Tel:(072)255-1200番 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 PANTARON   Tel:(072)228-3988番  （魚太郎直通電話） 

 URL   :  http://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

ガバナー(第2640地区) 久保治雄（クボ ハルオ） 

ガバナー事務所  URL   ： http://www.rid2640g.org/kubo/ 

         E-mail ： kubo-2013@rid2640.org 

会長：城岡陽志  幹事：中川 澄  広報委員長：池田茂雄 編集者 :綿谷伸一 

2014年 4月 18日第 1610号 

本日の例会 

 

時間 

 

2014年 4月 18日(金)第 1611回 

卓 話  「 私の食えない時代 」 

卓話者    池永 隆昭 会員 

今週の歌 「日も風も星も」「四季の歌」 

     「堺北ロータリーの歌」 

お客様の紹介 

出席報告・会長の時間 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告 

 

2014年 4月 25日(金)第 1612回 

 「 テーブル会議 」  

次回の例会 

 

時間 

 

＜4月 11日(金)の出席報告＞ 

会 員 数(会員 31名･準会員１名) 32名 

出席会員             19名 

欠席会員              13名 

ゲスト                0名 

ビジター              0名 

2月 28日(金)の出席率  80.64％ 
 

今週の歌「 四季の歌 」 

春を愛する人は 心清き人 

すみれの花のような 

僕の友だち 

夏を愛する人は 心強き人 

岩をくだく波のような 

僕の父親 

http://www.sakai-kita.jp/
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卓     話  

 

        「 私の出家 」 

会員 那須 宗弘 

 

 私は在家の出身者で檀家寺のお寺に小僧として出家しました。 

私は堺市の東湊町で昭和２４年９月２日に父を一郎・母をヒロの子どもとして生まれました。 

 私の両親は共に和歌山県の出身で父は南部町・母は由良町の出身です。 

 父方の祖父は暖簾分けで南部町に酒屋を営み、母方の祖父は刀の研ぎ師から廃刀令の為、

畳屋に成ったと聞いております。 

 父は終戦の前に戦地より帰還し和歌山県の栗栖川に疎開していたと聞いております。 

 戦後、大野政一さんと言う方がアメリカより帰国し浜寺に住み、灰燼に帰して職を失った

日本人の為に南宗寺の南側に東洋敷物と言う会社を起こすにあたり同郷の私の父にも声が掛  

り堺に出て東洋敷物の社員に入れて頂いたと聞いております。 

         又父と大野社長の奥様とは血縁が有る様にも聞いています。 

         扨、父が堺に出て来た時は、東洋敷物の社宅（長屋）が東湊に有り、そこで私と兄が生まれ

たそうです。 

          父が東洋敷物の社員として働き落ち着いた頃、栗栖川檀家寺の歓喜寺さんに堺でお参りを

して頂く寺を紹介して頂いたのが現在の祥雲寺であり暫くお参りをして頂きました。 

         社宅を出て家を構えるに当たり、現在の祥雲寺の裏の境内地に土地を分けて頂き引っ越しし

ました。 

          私が東湊小学校５年生の夏休みの時でした、引っ越しの前日に私と母が挨拶に行った時、

祥雲寺の住職、佐藤 一耕和尚より遠慮はいらないから寺に遊びに来る様にと勧められ、私

と兄は毎朝６時に２人で寺の廊下を拭きに行きました。 

          約１年間位廊下拭きが続いた時、祥雲寺の和尚さんから突然私に、お坊さんに成らないか

と勧められましたがその時は丁重にお断りを致しました。 

          その後当時祥雲寺に小僧として居りました、現在徳泉寺閑栖の小林宗谷和尚が京都の東福 

寺に修行に行く事に成りました。 

         祥雲寺には歳を取った佐藤和尚と奥様の田嶋先生が寺に残されました。 

         （此の奥様の田嶋先生は東京女子医大創設者の吉岡先生の直弟子で大変浮世離れした方でし 

た。）今まで小僧さんが掃除していた庭を和尚さんと奥様で掃除しているのを見まして、少し

気の毒に感じ１～２時間掃除を手伝いました所、リンゴ１個と 500円の御礼を頂き慌ててお

金をお返し致しました。（当時の私の 1ヶ月のお小遣いは600円でした。 

          その事があってから祥雲寺の和尚さんは何度も私に出家を勧め私に僧名を宗弘（そうこう）

と勝手に付けました。 

         多分此の事を父と母は知っていた様に思います。 

 私は宗弘と言う名前がガレージの様で嫌だと言いましたが、弘の字は弘法大師と同じ字で

母のヒロから付けたと言い、世の中に出て偉く成った人は皆幾つも名前を頂き、沢山の経験

を得て偉く成るからと言われ、何となく諦め此の名前を頂く事にしました。 

          そして又和尚さんは経験として出家するので本当に嫌になれば、何時でもやめて還俗して

よいと言われましたので、出家を決心しました。 

又私自身にも皆と同じ様に勉強して受験戦争に勝つのも大変だし、社長に成っても祥雲寺

より大きな家に住めないだろうから坊主も良いかなと、少し浅はかな考えをしてしまいまし

た。 

          私はお寺の浮世離れした生活や物に対する考えが好きでしたし、佐藤和尚の自慢の法螺も

楽しく尊敬もしていました。 

 此の時父は私に、「お前人の作った財産を貰うと言う事は大変やで、男は自分で作った分し

か財産に成らへんで」と言いましたが当時意味が解りませんでしたが今では痛感しています。 

          ところで、出家して暫くすると優しかった和尚さんは豹変し、毎朝 5時前に起き、朔日と

15日は 4時起きで、服も肌着と上着の 2枚だけで靴下も毛布も暖房器具も禁止で食事は一汁

一菜でお風呂も夏の間に剪定した枝や紫のほか新聞紙などの燃える物を溜めておき冬の寒い
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会 長 の 時 間 

時の焚き付けが無くなると行水なので毎日風呂に入るという事は出来ませんでした。お寺に

まだガスも水道も通っていませんでした。 

          此の様な生活でしたが私は概ね寺での生活に不満はなく自分に合っていたと思います。 

          又私は寺での修行生活は別として、お釈迦様の仏教的な考えが好きで又その考え方は常に

化学的でその思想にはとても共感できる物があります。 

          しかし現代出版物も手に入れやすく、考えメディアが専門家を通して解説してくれます。 

結果として実社会のお坊さん活躍の範囲が限定されてきてお経を読むお坊さんの数も飽和

状態と成り淘汰されると思います。 

          今までお坊さんの信用の名の下にやって来ました、福祉的な事や教育も企業や公的な機関

が取って変わってきています。 

          伝統的にお坊さんが伝えてきました綺麗な習慣や感性が失われるのは大変淋しい気がしま

す。 

          此の日本独特の綺麗で細やかな優しい文化を何とか日本は勿論、海外にも伝えることが出

来たらいいなと漠然と思っています。 

          物の生産や物流ももうすぐ人間の手を離れると思います。後は開発ぐらいしか残らない様

な気がします。此の生の苦しみを制することの出来る人のみが生き残るのではと思ったりし

ます。 

          未曾有の長寿社会と人工爆発の時代をどの様に無事にやり過ごすのか、宗教家として出来

る事は何か、又宗教を離れて人間として何が出来るか、大分話が大きく成り過ぎて禅宗独特

の法螺の様に成ってきましたのでこの辺で話しを止めます。 

          最後に堺北ロータリーに入れて頂いて一番の収穫は、娑婆は格闘の場であるとの実感でし

た。 

実社会のリーダーに道は無い、道を作れるのみがリーダーになれと勉強させて頂いた事が一

番の収穫でした。 

         私も私の道を作れる様に頑張る事を、誓い話を終わらせて頂きます。 

         長々拝聴有難う御座いました。  

  

 

 

会長 城岡 陽志 

 

昨日母校の愛媛県の高校で、創立 100周年記念講演をしてきました。高校生目線で一緒に

考えさせる話し方を考えて、テーマも難しくせずやってきました。 

後で皆から、「良かった、感動した」と言われ大成功でした。次にプール大学から講演を頼

まれていますが、少し自信がつきました。心配していた滑舌も、高精度のマイクのおかげ

で、聞きやすかったとのことでした。テーマは「やればできる」というテーマで講演した

のですが、本当にやればできる事を実感してきました。 

のこり少しの会長の期間ですが、やり残したことが一つあります。目標の増強人数に、達

成していません。 

最後まであきらめず頑張りますので、協力を宜しくお願いします。 

 

            「人は思ったとおりの人間になる」 

あなたが“勝てる”“成功できる”と考えるなら あなたは確実に成功する 

あなたが“向上したい”“自信を持ちたい”“偉大な人になりたい”“尊敬されたい”と心の底 

からそう願うなら あなたはそのとおりの人になる 

さあ再出発だ！過去はもう終わったのだ 

現在と未来だけが あなたの自由にできる“とき”なのだ 

強い人が勝つとは限らない すばらしい人が勝つとも限らない 

“私はできる”そう考えている人が結局勝つのだ！ 

最後まで勝利と成功を願い続けた人だけが 
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委 員 会 報 告 

成功を勝ちとっているではないか！ 

すべては“ひとの心”が決めるのだ！ 

 

「やればできる」 

 

できる できる 

真剣になれば できる 

できないと思えば できない 

できると思えば できる 

どこまでも 積極的に 

できることはできると信じて 

永遠に自分は 進歩したい 

できる できる 

かならず できる 

              武者小路実篤 

 

 

 

 

          広報委員会 

広報委員 綿谷伸一 

         「３月号ロータリーの友のご紹介」 

① あれから３年・・・  

ロータリーの支援活動は続いています。  

ヨコ組記事 P １５～１７ 

毎号東日本大震災の被災地や復興、支援の記事は絶えることなく投稿されています。３月号

でもたくさん掲載されています。その中でもタブノキ里親プロジェクトの記事は津波に強い

といわれるタブノキの苗木を宮城県から持ち帰り小学校、幼稚園の子供たちが里親になって

育てまた東日本に帰すプロジェクトです。子供たちの心も一緒に育って欲しいと願う暖かい  

記事です。 

② 表紙のメッセージ 表紙写真  

大阪船場ＲＣ 小島常男   タテ組 Ｐ３３ 

堺市の大泉緑地での寒緋桜の木に止まるヒヨドリの鮮やかな写真です。大泉緑地は地区内の

公園です２００種３２万本の樹木が植えられた一大森林公園です。 

たくさんのイベントも催しています。少し足を伸ばせば写真のような自然と触れ合えます。 

③ 「ロータリーの友」誌の電子版に関して 

「ロータリーの友」誌は、従来の冊子と平行して今年１月号から本格的に WEB 上で閲覧でき 

るようになりました。 

各クラブ宛には既にアドレス等連絡済のことと思いますが、注意事項も含めて改めてお知ら

せいたします。 

購読に関しては、冊子は購入していますが、WEB 上デジタルブックは無料で閲覧できます。 

会員の皆様は冊子を購入していることを前提として、現在は無料で閲覧できることとしてお

りますので、ログイン ID・パスワードは会員のみに知らされています。 

冊子版と電子版は将来区別されていくことになりますが、現在、購読料や冊子版との兼ね合

いに関して等の特記事項がまだ決定しておらず、電子版は冊子の予備としてお考えください。 

ロータリーの会員以外に ID・パスワードが広まりますと会員以外の人が無料で閲覧できます

ので会員の皆様の購入の意味がなさなくなります。 

ID・パスワードが流出しないよう管理にはお気遣いください。 
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Ｓ Ａ Ａ 報 告 

また、「友」誌を広報活動等に利用される場合は冊子をご利用ください。 

ロータリーの友電子版は以下です 

http://www.rotary-no-tomo.jp/ 

堺北ＲＣホームページにはリンクするバナーの貼り付けをしております。 

 

広報委員会 

広報委員長  池田茂雄 

      「広報委員会開催のご報告」 

 

日時 平成26年4月11日(金)午後6時 30分～9時  

場所 「すし亭  幹」にて開催 

出席者 池田・藤永・笹山・綿谷・坂田・城岡・山ノ内・中田（８名） 

 堺北ＲＣホームページは、クラブ内外に向けての広報活動の一環である。それと同時に、

当クラブの活動状況を記録として保存するための「データ保存用倉庫」としての役割も担っ

ている。 

当クラブホームページの更新及び維持管理について協議し、次の事項について確認した。 

（1） 当クラブのイメージアップにもつながるので、今後ともホームページの更新及び維持管

理を続けて行きたい。 

（2） 各ページの大見出しタイトルとしては、「クラブニュース」・「週報の紹介」・「会員専用

ページ」など大分類項目として９項目があり、更に細分類項目として「約 40項目」の

画面がある。 

           そのうち、次の項目についての担当者は次のとおりとする。 

① 「クラブニュース」 

何をニュースとして取り上げるかを決定し、文章の作成や写真の選定などの編集を行う 

担当者を、「藤永副委員長」・「笹山委員」とする。 

出来上がった「ニュース」のアップロードは事務局で行う。 

② 「週報の紹介」 

           毎週の週報のホームページ用への加工とアップロードは事務局で行う。 

③ 「会員専用ページ」 

           画面が19項目あるが、原則としてエンリー及びアップロードは事務局で行う。 

④  その他 

           その他の項目については、必要に応じて検討する。 

（3）更新のために必要な「パスワード」を担当者に「開示」するが、出来上がった「文章・画

像」は委員会の承認を得たうえでアップロードすることとする。 

 

 

 

池田茂雄会員 事務局石川さん、会計処理の件、宜しくお願いします。 

池田茂雄会員 事務局坂上さん、堺北ホームページの件、宜しくお願いします。 

那須宗弘会員 下手な卓話御辛抱下さい。 

城岡陽志会員 母校の講演、良いマイクのお陰で、滑舌の悪さもカバーでき、大成功でした。

地元で皆が同窓会をしてくれて感激して帰りました。大いにストレス解消して

きました。 

嶽盛和三会員 那須さん卓話有難うございます。楽しみにしております。 

中川 澄会員 うちの所長の姪の芝田美沙さんが来週から女学生役で「花子とアン」に出演し

ます。うちの所長にちょっとだけ似ています。 

http://www.rotary-no-tomo.jp/
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藤永 誉会員 池田会員、本日は広報委員会よろしくお願いします。  

塩見 守会員 那須会員の卓話楽しみにしております。池永さん昨日もお世話になり有難うご

ざいました。 

池永隆昭会員 昨日はお疲れ様でした。 

合 計 ２９，０００円 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


